
 

第３回武蔵野市立武蔵野プールおよび武蔵野温水プール 

の整備方針に関する有識者会議要録 

 

日 時 : 令和６年８月 21日(水曜日) 午後３時から午後４時 00 分  

場 所 : 市役所西棟８階 811 会議室  

出席委員 : 小林宏委員、林立也委員、松田雄二委員、水谷俊博委員、宮下みさ子委員 

会議進行 : 東畑建築事務所 

事 務 局 : 教育部長、教育部生涯学習スポーツ課スポーツ推進担当課長ほか 

 

１ 開会  

  

２ 配付資料の確認  

  

【事務局】 

資料２については、非公開の情報が含まれているため、この会議内においてのみの使用とす

る。 

 

３ 議 事  

議事１ 第二期武蔵野市スポーツ推進計画での検討案比較について 

  

進行役より  資料１ 検討案のコスト、サービス水準比較」  資料２ 類似施設との利用

者比較について」説明   

 

【委員】資料２によると新しい施設は人気が高いことがよくわかる。年間の平準化率が高い

ので、屋内プールを新築することで年間を通じた利用者は増えていくと考える。提案してい

る屋内プールは９レーンですが、その規模で人口13万２千人の中の利用者を包括できるか、

また、屋外プールがなくなることで７～９月に屋外プール利用が多い子供に対するサービ

スが十分に提供できるかが気になる。 

【委員】資料２は他の競技を含む利用者数ではなく、プールのみの利用者数でよろしいか。 

【進行役】資料２はプールのみの利用者数となっている。 

【委員】他市のデータによると、多くの利用者を集めている理由は新しい施設だからという

点もあるが、１つの施設の中に他の競技機能や様々な付帯設備があること、公園に面してい

る立地なども集客に寄与していると考える。 

【委員】付帯施設だけでなく、施設共用部の適切な規模も検討することが重要と考える。 

【進行役】資料２はサービス量に関するデータをまとめている。委員のご意見のように、



様々な付帯設備が相乗効果として集客に寄与していることが考えられるので、サービス量

だけでなく子供から高齢者、身体障害者を含めて誰もが利用できるための付帯施設や設備

に関するサービスの質については、次回有識者会議で意見を伺いたいと思う。また、屋外プ

ールに関する考えがありましたらご意見いただきたい。 

【委員】屋外プールは、期間が短いながらも利用者は多いが、温暖化や紫外線など昨今の状

況を鑑みると設置は難しいと思う。また、他市施設は様々な機能が入り集客に寄与している

と思うので、武蔵野市のプールにおいても魅力的な付帯施設を設けることも大切と考える。 

【委員】築年数の浅い、比較的新しい施設は、建物や設備、外構がきれいであり、そういっ

た理由により、利用者数の増加が見込めそうである。 

【進行役】武蔵野市の市営プールは、スポーツの楽しさを結集できる可能性を秘めており、

これまで以上のサービスを期待できる整備をしていくことが望まれる。 

 

議事２ 誰もが利用しやすいプールの整備について② 

１）都内施設のバリアフリー対応の現状について 

２）プール施設のバリアフリーのあり方について 

 

進行役より  資料３ 都内施設のバリアフリー対応の現状について」と  資料４ プー

ル施設のバリアフリーのあり方について」説明   

 

【委員】案２、案３の違いは、設置できるバリアフリー設備の量の違いが出るという理解で

よろしいか。 

【進行役】よろしい。 

【委員】資料４の各案において、設置できるバリアフリー設備の量の違いが出るとのことだ

が、その中で優先順位が高い内容は家族更衣室だと考える。家族更衣室は、特殊なニーズを

持った方や異性の介助を受けてプールを利用する方、家族の介助を受けて利用する知的障

害者などにとって必要となる設備である。現状の施設では、そのニーズに応えることが難し

いのではと思う。加えて、一般の更衣室のバリアフリーも重要で、洗面台を車椅子の方でも

利用できる仕様にしたり、シャワー室もシャワーチェアに乗り換えて利用できる仕様にし

たりするなど、車椅子の方でも一般の更衣室を使えるよう整備しておくことで利用率が向

上し、使いやすい施設となる。そのような設備を設けるとある程度の面積が必要となってく

るので、プール以外の更衣室などの面積も十分確保する必要がある。さらに、履き替えライ

ンの設定など現状の施設で解決できていない点も克服していかなければいけない。 

【進行役】頂いた意見の通り、例えば一般の更衣室、シャワー室に一部大きなブースを設け

るなどの配慮をし、車椅子利用の方も一般の更衣室を利用できるようなユニバーサルデザ

インを取り入れる考え方もあると思う。市の考えも含め、今後検討を進めていきたい。 

【委員】第二期武蔵野市スポーツ推進計画を拝見させていただくと、“誰もが“の次に”障害



者が“と記載されているので、限られた面積の中で優先するバリアフリー設備は、障害者視

点の設備だろう。また、現状武蔵野市の高齢化率は 22％程度で、全国の市の中では高齢者

比率が少ない自治体の１つとなっている。武蔵野市の将来の人口推移を見たところ、2050

年には現状の 1.6 倍程度の高齢者比率となることが予想されているが、子供の減少傾向も見

られないため、生産年齢者が減ってしまうことが予想されている。ただ、高齢者比率が増え

るから高齢者向けサービスを増やすのか、逆に減少してしまう生産年齢者に来てもらえる

ようなサービスを増やすのかなど、重点の置き方は行政の考え次第だと思う。 

【委員】今後大切な項目となってくるのは、障害者を含めたバリアフリー設備と、利用者を

増やすための付帯設備の２つが挙げられる。前者に関してはできる限り整備することで誰

もが使いやすい施設になり、後者に関しては運営の仕方にもよるがどの程度の規模が必要

か検討していかなければいけない。 

【進行役】意見が出た通り、“誰もが”という点が集客や使いやすさにつながっていくと思う

ので、障害者への対応はやっていく方針に変わりはない。ですが、“誰もが”という視点が難

しいため、この武蔵野温水プールの敷地規模や周辺条件を踏まえたうえで考えられるアイ

デアを次回有識者会議で伺いたいと思う。 

【委員】他の施設でも全てがよくできている施設はなかなかないので、需要に合ったサービ

スを提供できるかが大切と考える。 

【進行役】他の都内公営プールは一通り調査したが、オリンピックに際して建設されたプー

ルを除くと意外と新しい施設が少ないと感じる。次回参考になるほかの施設も紹介できれ

ばと思っている。 

【委員】資料４のバリアフリー設備の事例に関して、すべて魅力的と感じる。費用の面もあ

るが、必要なものはできるだけ多く導入できれば良いと思う。 

【委員】どのバリアフリー設備を導入するか選択をするのは難しいと思うが、多く採用しす

ぎると幅広い市民ニーズとのバランスが崩れてしまうかもしれない。 

【進行役】例えば、専用の歩行者用プールを設けるという考え方もあるが、25m プールの

一部を歩行者レーンとするなど運営の仕方で対応することもできる内容もある。そのため、

ご意見頂いたように、必要なバリアフリー設備を全て専用で設けるのではなく、運営の仕方

で対応することも必要となってくるだろう。 

【委員】昨今、トイレに関してジェンダーレス、インクルーシブなどの視点で先進的な考え

が取り入れたりするが、プールに関して同様の動きや傾向があるか。例えば、先ほど家族更

衣室が重要との意見もあったので、面積は増えてしまうと思うが、更衣室を個室だけにして

男女どちらでもアプローチできる形もあるかもしれない。 

【進行役】プールに関しては上記のような動きや傾向、事例などは現状確認できていないの

で、現段階では一般的な更衣室と、家族更衣室や身障者更衣室を設けることを想定している。

皆様の意見を踏まえると、“バリアフリー”だけでなく“誰もが”という観点も大切になってく

ると思う。次回はなるべく新しい建物事例を用い説明をしたいと思う。また、案１～３によ



って、周辺の使われ方が変わってくると思うので、次回は、武蔵野総合体育館と競技場、ク

リーンセンターを含めた敷地全体として、どういった顔づくりをするべきかも併せてご意

見をいただきたい。 

【委員】バリアフリー設備について深く検討していただきたいが、このバリアフリー設備の

検討が案２、案３を比較する上で何か影響してくることはあるか。 

【進行役】バリアフリー設備を充実させると建築面積も変わってくるので、外部の多目的ス

ペースの面積確保などへ影響が出ると思っている。また、利用者数グラフからもわかるよう

に夏は人気があることは明確なので、屋外の気持ちよさを別のものに置き換えることがで

きるのか、一部屋外要素を残せるゆとりが確保できるかなどにも関わると思っている。 

【委員】次回はバリアフリー設備の細かい議論ではなく、全体計画に影響を与えるようなバ

リアフリー設備について議論すべきだと思う。 

【委員】夏季のプール需要を考慮すると、年齢も性別も関係なく障害にも関わらずという要

素を 1 つの施設で成立させることは難しいと考える。一方で、教員の負担を軽減するなど

もあり、小中学校の屋外プールの取り止めや屋内化するという議論も出ている。もし屋外プ

ールを存続させる必要があれば、夏季は小中学校の屋外プールを市が貸し切って武蔵野市

民プールとして使用するなど、様々な運営の方法があると考える。あえて本敷地に屋外プー

ルを作らないと市内に屋外プールがなくなってしまうことがないように、現有の施設をう

まく活用する手立てなどがあると、武蔵野温水プールを計画する上で優先すべき項目をバ

ランスよく順位付けできると考える。 

 

４ その他 

 

事務局より 事務連絡 

 

【事務局】第３回武蔵野市立武蔵野プールおよび武蔵野温水プールの整備方針に関する有

識者会議を閉会する。 

 

 


